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1. [管理資料]-[勤怠支給控除一覧表]-[勤怠支給控除一覧表]メニューを選択します。 
[勤怠支給控除一覧表 - 集計パターン選択]画面で、使用中のパターンを選択して、[複写…] 

ボタンをクリックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2. [勤怠支給控除一覧表 - 複写]画面で、分かりやすい集計パターン名を入力して、[OK]ボタンを
クリックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
3. [勤怠支給控除一覧表 - 集計パターン選択]画面で、2.で作成したパターン名が選択されている 
状態で、[OK]ボタンをクリックします。 

 

 

12 月給与（賞与）の勤怠支給控除一覧表で、 

21 シリーズと同じ形式で所得税額を表示させる方法 

＜給与奉行シリーズ＞ 
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4. [勤怠支給控除一覧表 - 条件設定]画面で、[集計項目設定]ページを選択して、[小計設定…] 
ボタンをクリックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
5. [小計設定]画面で、以下の手順で小計項目を設定します。 
5-1. 所得税を小計の計算式に追加します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

① 空いている項目名をダブル
クリックします。 

② 項目名にカーソルが入りますので、 
項目名を入力します。 

③ 計算式内容が反映されたかを確認
します。 

④ 項目種類に「控除」を選択します。

⑤ 「控除 5 所得税」をダブル 
クリックします。 
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5-2. 過不足税額を計算式に追加します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
6. [勤怠支給控除一覧表 - 条件設定]画面で、5. で作成した小計項目を選択します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

② 計算式内容が反映されたかを 
確認します。 

① 項目種類に「計算」を選択します。

③ 「控除 5 所得税」をダブル 
クリックします。 

④ [登録]ボタンをクリックします。 

① 項目種類に「小計項目」を選択 
します。 

② 作成した小計項目名をクリック 
してから、[選択]ボタンを 

クリックします。 
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7. 選択した小計科目は、選択済項目の一番下に追加されますので、[▲]ボタンをクリックして、 
表示したい位置に移動させます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※上図では、初期設定されている「控除 5 所得税」を削除して、その位置に小計項目を設定しました。 

 

8. [画面]ボタンをクリックして、確認します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

以上 


